











この流れは学習指導要領の改訂に伴う国語教育全般への問題意識の高まりと連動している。同年 1 月 13
日に行われたシンポジウム「これからの『国語科』の話をしようー紅野謙介『国語教育の危機』（ちくま新書）
を手がかりにー」では学校の国語関係者のみならず予備校講師や現役高校生までが参加し会場を埋め尽くし
た。また、同年 8 月 1 日には日本学術会議主催の「公開シンポジウム　国語教育の未来—新学習指導要領
を問う」が行われ、国文学者、元国語教員、文部科学省視学官らが会場を巻き込んで激論を交わした。
文芸誌もこうした動きに素早く反応した。『すばる』（2019 年 7 月号）は「教育が変わる　教育を変える」






























































































される ICT が広がったりするなど、Society5.0 とも呼ばれる新たな時代の到来が、社会や生活を大き
く変えていくとの予測もなされている。また、情報化やグローバル化が進展する社会においては、多様
な事象が複雑さを増し、変化の先行きを見通すことが一層難しくなってきている。そうした予測困難な





































































































































































































































































































（田中章夫「文法教育を考える」（14）『文学』1981 年 4 月号）
という見立てが今になって現実味を帯びてくる。
というのも、教育の情報化が進む現在の学校では、教育用コンピュータ 1 台当たりの児童生徒数は、高等
学校で既に 4.4 人に 1 台となり、ここ 3 年で 5 倍以上増加している（文部科学省「学校における教育の情報











































（2）  大学入学共通テストは 2021 年度入試開始。2017 年、2018 年にそれぞれ「試行調査」というプレテストが実施され、駐車場の契約書や生徒会規
約などの「実用的文書」を使用した作問がなされた。記述式問題が新たに導入される予定だったが、2019 年 12 月に延期が決まった。古典分野に
ついてはさほど大きな変化はないが、複数の文章を用いた作問が意識されている。
（3）  教員養成学部や大学院の廃止や転換は 2000 年代初頭の国立大学法人化に際して政策として打ち出されていたが、マスメディアに大きく取り上げ
られたことで人文系学問が「役に立つか役に立たないか」という文脈で議論される流れができたと考えられる。
（4）  「大学入学試験を含めた学習指導要領の改訂、これは戦後というよりは、もう明治から始まった学制以来の、150 年の大改革だと思います」（下村
博文文部科学大臣記者会見録（2014 年 11 月 21 日））
（5）  板東智子「学校教育のなかでの古典（1960 年前後）」（研究論叢 . 第 1 部・第 2 部人文科学・社会科学・自然科学 2015 年）は、この時の学習指導
要領改訂をめぐっての議論をまとめ、現代的意味について示唆している。






（7） 紅野謙介編『どうする？どうなる？これからの「国語」教育』（幻戯書房 2019 年）に詳しい。
（8） 文科省「旧学習指導要領」http://www.nier.go.jp/guideline/index.htm。





（10）  加藤久雄「「橋本文法」の今日的意義ー「文法」についての意識調査からー」（『日本語学』2009 年 4 月）は、日本語話者が日本語の文法について
考える機会に拠って立つところが学生時代に触れた「橋本文法」であるという点について、他の文法理論とは全く異なる位置づけを有するとして
いる。








（13）  八木雄一郎「1960（昭和 35）年高等学校学習指導要領における「古典としての古文」の成立過程 : 古「典」教育にお ける古「文」の位置」（『日
本語と日本文学』2015 年 3 月）によれば、1960 年の学習指導要領改訂における現古分離を、それまでの「国語表現素材」としての「古文」から、
伝統的な古典文化を学ぶ者としての古典教育の転換期だったと見る。そして、その現古分離に深く関わった時枝誠記の教育観が学習指導要領に反
映している可能性を示唆している。
（14）  渡辺義夫「あたらしい古典文法教育のあゆみ」（『国文学解釈と鑑賞』1997 年 7 月）はこの論文を引き、「古典文法そのものは現行のものでいい、
その与えかたと時期が問題だ」というのが、1981 年当時の平均的な問題意識だったと指摘している。
